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41億円
前期比

27億円 減

52億円
前期比

4億円 減

1,486億円
前期比

68億円 減

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、心よりお礼申し上

げます。ここに第65期（2012年4月1日から2013年3月31日

まで）の株主通信をお届けするにあたり、ごあいさつ申し上げます。

■ 事業の経過及び成果
日本工作機械工業会によると、当期の工作機械受注実績は前期比で

13.1％減少する等、当期前半は欧州信用不安や中国の経済成長鈍化、

円高等の影響が懸念されましたが、当期終盤に入り円安基調への転換、

国内株式市場の持ち直しが見られました。当社グループではより多くの

受注の確保を目指し、営業活動を展開しております。2012年11月に

東京で開催された「JIMTOF2012」では、独国GILDEMEISTER‌AG

（以下、DMG）と共同で出展し、多くのお客様にご来場いただき、目標を

上回る成果をあげることができました。

また、DMGとの資本・業務提携をさらに進化させるため、2013年3月に

「Cooperation‌Agreement（企業間協定書）」を締結しました。両社

の資本関係の強化については、当社はDMGの議決権株式の24.9％を

限度に持分比率を増加させ、一方DMGは当社株式の10.1％を限度に

取 締 役 社 長
工 学 博 士 森　雅彦

連結財務ハイライト

切削型工作機械の総合メーカーとして、森精機製作所は‌

常にものづくりの原点を支えてきました。

その歩みは、常に変革と挑戦の歴史でもありました。

そして今、私たちが目指していること。それは、お客様に‌

とって一番の工作機械メーカーになることです。

最高の技術とサービスを絶えず追求し、工作機械の‌

新しい価値を、無限の可能性を、‌

世界中のお客様へお届けしてまいります。

お客様にとって 
一番の工作機械メーカーで
あること。
それが私たちの 
グローバルワンです。
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持分比率を増加させる権利を有します。商号変更については、本年の

定時株主総会での承認を経て、「DMG森精機株式会社」へ社名変更

することを予定しております。

こうした状況のもとで、当期の連結業績は、売上高148,559百万円、

営業利益4,134百万円、経常利益5,005百万円、当期純利益5,170

百万円となりました。

■ 当期の取り組みと課題
販売サービス面では、2013年１月に東京都江東区潮見に「DMG‌

MORI‌SEIKI‌東京ソリューションセンタ」を建設することを発表いたしま

した。同センタはグローバル展示場を併設し、DMG製品と合わせて、

常時約30台の工作機械を展示いたします。また、最先端の加工技術を

習得するNCスクールを開講し、お客様をサポートします。製品面では、

2012年11月に、高剛性・高精度CNC旋盤「NLX2500」に新たに

4機種が加わり、「NLXシリーズ」のフルラインアップが揃いました。さらに

2013年１月には、高精度・高速横形マシニングセンタ「NHXシリーズ」の

新たなラインアップ「NHX6300」の販売を開始いたしました。今後も

より多くのお客様のニーズにお応えできるよう、より高機能で信頼性が

高く、投資価値のある製品を市場へ投入してまいります。生産面では、

2013年９月の操業開始を予定している中国天津工場の建設が順調に

進んでおります。天津工場の建設により納期短縮を実現するとともに、

日本、米国の工場への部品の製造拠点としても重要な機能を担ってまい

ります。中国においては、協業について独占禁止法の許可がおり、2013年

４月に中国・北京で開催された「CIMT2013」に中国で初めて両社

共同で出展いたしました。今後、正式な協業開始に向けて準備を進めて

まいります。

■ 配当について
第65期の期末配当につきましては、当社の業績と経済情勢を勘案し、

1株あたり10円を6月18日からお支払することといたします（中間配当

と合わせ、通期では20円となります）。利益配分につきましては、将来の

事業計画、業績、財務状況、新製品や新技術を中心とした開発投資及び

設備投資の充実などを総合的に考慮し、安定的かつ永続的に配当を

実施していくことを基本方針としております。

株主の皆様におかれましては、今後とも、引き続き変わらぬご支援と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
2013年6月
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豊かな暮らしを支える工作機械

航空・宇宙・船舶

ブリスク

自動車・バイク

シリンダブロック

建機

建機部品

電機・通信・半導体

ハウジング（真空ポンプ）

織機・繊維機械

コア

農業機械

ギヤシャフト

医療

人工骨

私たちの生活は衣食住に加えて、移動する、通信する、‌

健康に暮らすなどの行動で成り立っています。

そしてそのすべての人間活動に工作機械は欠かせません。

一見関係ないように思える身近な日用品も、‌

実はもとをたどれば工作機械が関わっています。

私たちの豊かな生活は工作機械によって支えられているのです。

複合加工機
高精度・高効率複合加工機‌
NTXシリーズ
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高精度な製品は 
高精度な工作機械から
精密な製品を生み出すには高精度な部品が必要

です。それはつまり、その部品を加工する工作機械

にも高い精度が求められているということです。

工作機械は肉眼で確認することの難しいμm

（マイクロメートル）以下の単位で削ることができます。

製品のライフサイクルに 
欠かせない工作機械
製品にはそれぞれのライフサイクルが

あります。

このライフサイクルの各段階で

「工作機械」、「工具」、「材料」という

3要素が重要な役割を担っています。

完成品がどのようなものでも、どれほど

時代が進んでも、工作機械はこの

世界に欠かせないのです。
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GILDEMEISTER AG（DMG）との協業

2009年3月に始まった両社の業務及び資本提携は、販売拠点の統合、部品供給、共同開発、

顧客向けファイナンス事業など飛躍的に進展しております。特に販売面では、お客様の満足度向上

と当社製品の拡販を目指し、グローバル市場での統合を進めてまいりました。

今後「株式会社森精機製作所」は資本・業務提携の強化を目的として、DMGの議決権株式の

24.9%を限度に株式を取得するほか、お客様への認知度向上のため、2013年度中に商号を

「DMG森精機株式会社（英文‌：‌DMG‌MORI‌SEIKI‌CO.,‌LTD.）」に変更することを予定して

おります。

2013年５月17日に開催されたDMGの株主総会において、DMG‌MORI‌SEIKI‌AGへの社名変更が

決議されました。

資本強化と商号変更を通じた 
更なるシナジー追求へ

瀋陽

西安

東莞

【 GILDEMEISTER AG の会社概要 】
名 称 GILDEMEISTER‌AG
主な事業内容 工作機械の製造、販売
設立年月日 1870年（明治3年）10月1日
本店所在地 Gildemeisterstr.‌60

D-33689‌Bielefeld‌Germany
代 表 者 Rüdiger‌Kapitza‌CEO
資 本 金 151.7百万ユーロ
従 業 員 数 6,496名（連結）

業績（2012年1月～2012年12月）
売 上 高 2,037.4百万ユーロ
営 業 利 益 132.9百万ユーロ
純 利 益 82.4百万ユーロ
総 資 産 1,615.3百万ユーロ
出典：GILDEMEISTER‌Annual‌Report‌2012

中国市場での協業を 
2013年10月1日に開始
独占禁止法の許可を得、いよいよDMGと中国での販売・サービス

事業を統合します。拠点数は統合前の9拠点に西安・瀋陽・東莞が

加わり、12拠点となる予定です。DMGの直販体制と当社の販売店体制を

融合し、技術面で成長を続ける中国で販売拡大を目指します。

共同生産を本格化 

DMGの工場では当社製のNLXシリーズとNHXシリーズの生産を

行っております。

また当社では、DMG製のDMU50を伊賀事業所で生産予定です。

納期の短縮やコスト削減のため、今後も積極的に共同生産を行って

まいります。

DMU50 NHX4000

5 MORI SEIKI  第65期株主通信



ボストン
トロント

シャーロット

シンシナティ

サンパウロ
クリチバ

ブエノスアイレス

メキシコシティ

モンテレー

ヒューストン

ケレタロ

ロサンゼルス

デトロイト

メルボルン

クアラルンプール

シドニー

ソウル
北京

蘇州

シンガポール

ニューデリー

アーメダバード

アンカラ
イズミル

イスタンブール

バンガロール

プネー
ハノイ

ホーチミン

大連重慶

広州

サンフランシスコ

シカゴ

ダラス

台中

ジャカルタ

青島

シアトル

アユタヤ

ニュージャージー

ドバイ

深圳

カイロ

西安

東莞

瀋陽
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海外拠点

92 拠点
森精機の拠点

DMGの拠点
DMG MORI SEIKIの拠点
生産拠点

北海道/
ビー・ユー・ジー森精機株式会社

千葉事業所
埼玉/MSプロジェクトセンタ

静岡

山形 仙台

秋田

郡山
長岡

株式会社マグネスケール

八王子
松本
長野

宇都宮
水戸

京滋

金沢

北関東

姫路
岡山

広島
高松

愛媛福岡
熊本

東京支社/東京

横浜

伊賀事業所
奈良事業所（奈良第一工場）
奈良事業所（奈良第二工場）/
株式会社森精機金型研究所

安城/MIプロジェクトセンタ
浜松/MFプロジェクトセンタ

株式会社太陽工機

大阪/株式会社森精機テクノ

名古屋本社/名古屋/
株式会社森精機セールスアンドサービス

テクニカルセンタ
事業所・工場
グループ会社

国内拠点

35 拠点
パーツセンタ
協業エリア

天津 デービス（DTL）

パーツセンタ
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コペンハーゲン
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TOBLER S.A.S（パリ）
イーダル＝オーバーシュタイン

DIXI machines（スイス）

グローバルネットワーク

グローバルな体制でタイムリーなサービスサポートを 
展開し、品質の均一化を図っています。

6MORI SEIKI  第65期株主通信



トピックス

高剛性・高精度を実現した多彩なバリエーション
高剛性・高精度CNC旋盤NLXシリーズに新たなラインアップが加わりました。

チャックサイズ6インチのNLX1500、同8インチのNLX2000、同12インチの

NLX3000、さらに大径ワークの加工に対応する大型旋盤NLX4000を、

昨年開催されたJIMTOF2012より販売を開始しています。高評価をいただいた

NLX2500に加えて、新たに4ラインアップを揃えることで、旋盤加工における

お客様の多様なニーズにお応えしていきます。

NLXシリーズがフルラインアップ

最新機種32台を展示した最大のブース
昨年開催されたJIMTOF2012は、出展企業中最大となる2,340㎡のブースに、

新機種8台を含む計32台の工作機械を出展しました。また、“THINKING‌

BEYOND‌TECHNOLOGY”（製品、エンジニアリング、サービス･サポートの

トータルソリューションで、一歩先を行く新たな価値のご提供）をテーマに、

会場のいたるところで、DMGとMORI‌SEIKIの結集した技術を紹介し、お客様に

新鮮な驚きをご提供できたと自負しております。

JIMTOF2012にDMG MORI SEIKI で共同出展

3次元測定機を超える精度を実現
DIXI‌machinesとDMGが、全加工領域において35μmの空間精度を実現した、

世界最大となる超高精度機DIXI210を共同開発しました。他社同等クラスの

高精度5軸加工機の空間精度は約100μmであるのに対し、DIXI210は

35μmを実現しています。さらには、加工誤差を他社の3分の1に抑えており、

3次元測定機を超える精度を誇ります。

DIXI machinesとDMGが世界最大の 
超高精度機「DIXI210」を共同開発
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DMGとの統合を進めるに伴い、これまで両社が築いてきた直販体制を拡大しています。

これまで販売店であった米国のタイラー社を始め、イタリアではミクロン社を森精機グループとして再編しました。

これにより、製造と販売の連携がより強化され、お客様との関係をより緊密に構築することが可能となります。

お客様の声を直接お聞きし、これまで以上の販売・サポート、最適なソリューションのご提案を行ってまいります。

※タイラー社は2013年4月1日付け、ミクロン社は2013年5月7日付けで買収いたしました。

グローバル直販体制の確立

東京都江東区潮見に建設中の東京ソリューションセンタは、1階にグローバル

展示場を併設し、当社製品とDMG製品を合わせ、常時25台〜30台の工作機械

を展示予定です。また、お客様と共同で新しい加工技術を開発したり、最先端の

加工技術を習得する5軸加工スクールとしての機能も備えます。首都圏のみ

ならず、東北地方やアジアからのお客様をサポートする拠点とします。

DMG MORI SEIKI 
東京ソリューションセンタの建設を発表

大型ワークの高精度加工に最適
NHX6300は、類い稀な剛性と俊敏性を兼ね備えた主軸50番テーパ、パレット

サイズ630×630mmの横形マシニングセンタです。大型ワークをより早く、

より高精度に加工するために開発した本機は、肉厚なベッドなど高剛性な構造体を

採用しています。さらに主軸軸受内径をクラス最大のφ120‌mmにすることで、

重切削に必要な高い剛性を実現しました。

類い稀な剛性と俊敏性を兼ね備えた 
横形マシニングセンタ「NHX6300」が登場
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▪連結損益計算書 （単位：百万円）

科　目 前　期 当　期
自‌2011年4月 1 日
至‌2012年3月31日

自‌2012年4月 1 日
至‌2013年3月31日

売上高 155,320 148,559

売上原価 105,950 104,393

売上総利益 49,370 44,165

販売費及び一般管理費 42,581 40,031

営業利益 6,788 4,134

営業外収益 614 2,052

営業外費用 1,487 1,180

経常利益 5,915 5,005

特別利益 4,005 887

特別損失 3,219 256

税金等調整前当期純利益 6,702 5,637

当期純利益 5,619 5,170

▪連結貸借対照表 （単位：百万円）

科　目 前　期 当　期

2012年3月31日現在 2013年3月31日現在

流動資産 86,028 74,739

固定資産 99,390 111,914

有形固定資産 55,562 62,788

無形固定資産 5,878 5,912

投資その他の資産 37,949 43,213

資産合計 185,419 186,653

流動負債 53,094 44,253

固定負債 37,606 37,918

純資産合計 94,718 104,481

負債・純資産合計 185,419 186,653

▪連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

科　目 前　期 当　期
自‌2011年4月 1 日
至‌2012年3月31日

自‌2012年4月 1 日
至‌2013年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,616 21,421

投資活動によるキャッシュ・フロー △‌22,079 △‌10,089

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,872 △‌10,085

現金及び現金同等物に係る換算差額 △‌293 488

現金及び現金同等物の‌
増減額（△は減少額） △‌2,883 1,735

現金及び現金同等物の期首残高 7,414 4,532

新規連結に伴う現金及び‌
現金同等物の増加額 94 －

連結除外に伴う現金及び‌
現金同等物の減少額 △92 －

現金及び現金同等物の期末残高 4,532 6,268

▪総資産／自己資本比率
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（％）

http://www.moriseiki.com/japanese/ir
詳細情報は 森精機‌‌投資家 検索

連結財務諸表（要旨）
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 株式数（千株） 株主数（名）
■個人・その他 50,556 43,719
■外国法人等（個人以外） 28,073 185
■金融機関 24,942 52
■自己名義株式 7,875 1
■その他の法人 5,327 257
■金融商品取引業者 1,672 36
■外国法人等（個人） 28 19

 株式数（千株） 株主数（名）
■100万株以上 47,759 17
■50万株以上 12,132 17
■10万株以上 15,187 69
■5万株以上 3,658 52
■1万株以上 8,923 535
■5千株以上 5,314 871
■1千株以上 17,267 10,670
■5百株以上 3,561 5,987
■5百株未満 4,669 26,051

所有者別分布状況

所有株式数別分布状況

▪会社の概要  2013年3月31日現在
会 社 名 株式会社森精機製作所（MORI‌SEIKI‌CO.,‌LTD.）
資 本 金 41,132百万円
設 立 1948年10月
本 店（ 登 記 上 ） 奈良県大和郡山市北郡山町106番地
名 古 屋 本 社 〒450-0002　名古屋市中村区名駅2丁目35-16

TEL：052-587-1811㈹

東 京 支 社 〒108-6018　‌‌東京都港区港南2丁目15番1号‌
品川インターシティA棟‌‌18階

TEL：03-5460-3570㈹

主 な 事 業 内 容 工作機械（マシニングセンタ、数値制御装置付旋盤及びその他の製品）の‌
製造及び販売

従 業 員 2,668名（個別）／4,117名（連結）
ホ ー ム ペ ー ジ http://www.moriseiki.com/

▪役員  2013年6月17日現在
取 締 役 社 長 ※ 森　　　‌雅　彦
取 締 役 副 社 長 ※ 近　藤　‌達　生
専 務 取 締 役 玉　井　‌宏　明
常 務 取 締 役 高　山　‌直　士
取 締 役 佐　藤　‌壽　雄
常 勤 監 査 役 内ヶ崎　‌守　邦
監 査 役 加　藤　‌由　人
監 査 役 栗　山　‌道　義

（注）‌‌1.※印は、代表取締役を示しています。‌
2.監査役の加藤由人、栗山道義の両氏は、社外監査役です。

大株主

株　主　名
当社への出資状況

‌持株数（千株）‌持株比率（％）
ギルデマイスター‌アーゲー
（常任代理人　クレディ・スイス証券株式会社） 6,042 5.46

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 4,777 4.32
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,132 3.74
ザ‌バンク‌オブ‌ニューヨーク‌‌
－‌ジャスディック‌トリーティー‌アカウント
（常任代理人‌株式会社みずほコーポレート銀行決済営業部）

3,954 3.58

森　雅彦 3,540 3.20
野村信託銀行株式会社（投信口） 2,607 2.36
森　智恵子 2,287 2.07
オーエム44ストリート808359クライアントオムニ
（常任代理人　香港上海銀行東京支店） 2,278 2.06

森　優 1,865 1.69
森精機製作所従業員持株会 1,503 1.36
（注）‌‌1.当社は、自己株式（7,875,181株）を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。‌

2.持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数 200,000,000株
発行済株式の総数 110,600,131株（自己株式7,875,181株除く）
単 元 株 式 数 100株
期 末 株 主 数 44,269名

▪株式の状況  2013年3月31日現在

会社データ
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ホームページのご案内

当社ではホームページにて
当社の企業情報を随時開示しています。
製品紹介、各種リンク、サポート情報等を掲載しているほか、
IR情報のサイトでは決算短信等がご覧いただけます。

http://www.moriseiki.com/

事 業 年 度 4月1日〜翌年3月31日

期末配当金受領株主確定日 3月31日

中間配当金受領株主確定日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株 主 名 簿 管 理 人 三井住友信託銀行株式会社

同 連 絡 先
〒168ｰ0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話：0120ｰ782ｰ031（通話料無料）

特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社
電話：0120ｰ094ｰ777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所
株式会社東京証券取引所　市場第1部
株式会社大阪証券取引所　市場第1部

公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL
http://www.moriseiki.com/japanese/index.html
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

株主メモ

（ご注意）
1．‌‌株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株
式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることとなっております。口座を開設さ
れている証券会社等にお問合せください。株主名簿
管理人（三井住友信託銀行）ではお取り扱いできま
せんのでご注意ください。

2．‌‌特別口座に記録された株式に関する各種お手続き
につきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関
となっておりますので、左記特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、
三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいた
します。

3．‌‌未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行
本支店でお支払いいたします。

TOPページ IRページ


